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謹　　賀　　新　　年

令和４年　年間標語

全員で目をかけ　声掛け　意識して

安 全 祈 願 祭

　１月５日（水）、新春恒例の安全祈願祭が開催されま
した。当日は穏やかな晴天に恵まれ、溝口神社は多くの
参拝客で賑わっておりました。神職によるお清めのお祓
いと祝詞に続き、神奈川労務安全衛生協会川崎北支部長、
川崎北労働基準監督署長のほか、関係各部会の部会長の
方々が玉串礼拝を致しました。厳粛な雰囲気のなか、各
事業場ならびに参加者各位の安全をご祈願頂き、滞りな
く終了致しました。
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年　頭　の　ご　挨　拶

　新年明けましておめでとうございます。
令和４年の新春を迎え、会員事業所の皆様方に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　旧年中は、当協会の活動に対しまして、川崎北労働基準監督署をはじめとする関係諸官庁のご指
導と、会員事業場様のご支援をいただき、厚く御礼申し上げます。本年も引き続きご指導を賜りま
すようお願い申し上げます。
　また、コロナ禍において行動制限がある中、当協会の講習会に多くの方々に、ご参加いただき重
ねて御礼申し上げます。さらには困難な状況の中、講習会開催に向け、ご尽力頂いた関係者の皆様
に改めまして感謝を申し上げます。
　一方、安全大会、衛生大会につきましては中止となり、ご迷惑をおかけすることになりました。
新型コロナウイルス感染症は昨秋以降、ワクチン接種効果等もあり、感染者数は減少傾向に有りま
したが、新しい変異ウイルスの出現により予断を許さない状況にあります。
　一人ひとりの感染対策の徹底により、一日も早く経済の回復と日常を取り戻し、安全・衛生大会
が安心して開催できる状況になることを願っております。
　昨年は東京オリンピック・パラリンピックが無観客ではありましたが開催されました。世界中か
ら多くの選手団が参加し、高いパフォーマンスを見せてくれたアスリートの活躍に感動を覚えまし
た。メジャーリーグでの大谷選手の二刀流の活躍とともに、スポーツの持つ力に勇気を頂いた出来
事でもありました。
　さて、昨年の管内の労働災害は、前年と比べ大幅に増加しております。（2021年11月末の速報値
で前年比約35％増）コロナ感染症の影響もありますが、転倒や腰痛災害、転落・墜落災害の増加が
顕著となっており、死亡に至る重篤な災害も多発しています。また、高齢者の労働災害も増加して
おり、これらの災害防止対策を徹底して実施することも重要な課題となっています。2022年度は「第
13次労働災害防止計画」の最終年となります。目標を達成し、職場の安全と健康を確保するためには、
経営者、労働者が一丸となって労務安全衛生活動を推進することが大切と考えます。
　このような状況の中、当支部におきましても、効果的でタイムリーな講習会等の開催を、関係諸
官庁、諸団体と連携して取り組んでまいります。引き続き皆様方のご支援とご協力をお願い申し上
げます。
　最後になりましたが、会員事業場の皆様のご健勝とご多幸を祈念しまして新年のご挨拶とさせて
頂きます。

（公社）神奈川労務安全衛生協会川崎北支部

支部長　今井　数夫　
　　　



― 3 ―

川崎北労働基準監督署

署長　松本　進吾　

年　頭　の　ご　挨　拶

新年あけましておめでとうございます。
　令和４年の年頭にあたり、公益社団法人神奈川労務安全衛生協会川崎北支部及び会員の皆様に謹んで新
年のお慶びを申し上げますとともに、日頃から労働条件の確保、労働災害防止活動をはじめ、労働基準行
政の推進に多大なご理解とご協力をいただいていることに対しまして、この場をお借りしてお礼申し上げ
ます。
　新年を迎えるに際しまして、最近の労働基準行政の動向について、いくつかご紹介させていただきます。
（１）新しい働き方への対応・柔軟な働き方がしやすい環境の整備
　平成30年６月に、労働者がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できる社会を実現する「働き方
改革」を総合的に推進するため、①働き方改革の総合的かつ継続的な推進②長時間労働の是正、多様で柔軟
な働き方の実現③ 雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保、の大きく３つの課題について対応するため、
８本の法律改正が盛り込まれた「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が成立しまし
た。
　一方、新型コロナウイルス感染症の影響下、「新たな日常」、「新しい生活様式」に対応した新しい働き方
が求められる中で、労働者がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できることや、適切な労務管理
下において、業務を進めていくことができるようにすることは、益々、重要な課題となっています。
　こうした働き方改革や新型コロナウイルス感染症への対応等の観点から、①副業・兼業の促進に関する
ガイドライン（令和２年９月） ②フリーランスとして安心して働ける環境を整備するためのガイドライン（令
和３年３月）③テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン（令和３年３月） と、各種ガ
イドラインの整備が進められています。
（２）脳・心臓疾患に関する労災認定基準の見直し
　脳・心臓疾患に関する労災認定基準は、策定されてから約20年を経過する中、働き方の多様化や職場環
境の変化が生じていたことから、最新の医学的知見を踏まえた検証が行われ、令和３年９月に改正されま
した。主な改正点は次のとおりです。
　①長期間の過重業務の評価に当たり、労働時間と労働時間以外の負荷要因を総合評価して労災認定する
　　ことを明確化
　②長期間の過重業務、短期間の過重業務の労働時間以外の負荷要因の見直し
　③短期間の過重業務、異常な出来事の業務と発症との関連性が強いと判断できる場合を明確化
　④対象疾病に「重篤な心不全」を追加
　今後改正後の認定基準を踏まえ、迅速・適正な労災補償を行ってまいりますが、併せて、業務を原因と
する脳・心臓疾患の発症を防止するため、①長時間労働の削減に向けた取組の徹底②過重労働による健康
障害の防止③国民に対する啓発活動、を進めていくこととしております。
（３）職場における化学物質等の管理のあり方の見直し
　現在、国内で輸入、製造、使用されている化学物質は数万種類に上り、その中には危険性や有害性が不
明な物質も少なくなく、法令により規制されていない物質が引き起こす労働災害が頻発しています。
こうした課題について、厚生労働省に学識経験者、労使関係者による検討会が設置され、国際的な規制動
向も踏まえ、15回にわたり議論を重ね、職場における化学物質等の管理のあり方が検討され、報告書が令
和３年７月に公表されました。
　報告書では、労働者のばく露防止対策等を定めた化学物質規制体系を、現在行われている、化学物質ご
との個別具体的な法令による規制から、①ばく露濃度等の管理基準を定め、危険性・有害性に関する情報
の伝達の仕組みを整備・拡充する②事業者はその情報に基づいてリスクアセスメントを行い、ばく露防止
のために講ずべき措置を自ら選択して実行するの２点を原則とする仕組み、「自律的な管理」に移行すると
いうことが提言されています。
　この提言を受け、厚生労働省は、速やかに労働安全衛生法に基づく関係法令の改正の検討を進める方針
であり、化学物質管理の大きな転換期が訪れようとしています。今後の動向にもご留意いただきたいと思
います。

　以上、３点ご紹介させていただきましたが、労働基準行政の取り組むべき課題は多岐にわたります。今
年も、新型コロナウイルス感染症の拡大による社会経済活動への影響も注視しつつ、行政運営を展開して
まいりますので、皆様方のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、貴協会及び会員
の皆様の益々のご発展とご健勝を祈念いたしまして、新年のごあいさつとさせていただきます。
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神奈川労働局・県下各労働基準監督署- １ -

「「STOPSTOP!STOP!転倒災害プロジェクト神奈川転倒災害プロジェクト神奈川20212021」推進中「STOPSTOPSTOPSTOP!転倒災害プロジェクト神奈川転倒災害プロジェクト神奈川転倒災害プロジェクト神奈川
冬冬季季のの転転倒倒防防止止！！「

転倒災害プロジェクト神奈川転倒災害プロジェクト神奈川202120212021」推進中」推進中転倒災害プロジェクト神奈川
「全全集集中中！！！

」推進中
！」」

２２月
神奈川労働局・県下各労働基準監督署神奈川労働局・県下各１神奈川労働局・県下各

月月は、転倒災害防止の重点取組期間です！

転転倒倒

1177%%

墜墜落落・・転転落落 1177%%

ははささままれれ 1122%%
動動作作のの反反動動 1144%%

切切れれ・・ここすすれれ 77%%

交交通通事事故故 88%%

そそのの他他 2255%%

平平成成1199年年のの事事故故のの型型別別

労労働働災災害害発発生生状状況況

転転倒倒 2255%%

墜墜落落・・転転落落 1166%%

ははささままれれ 88%%
動動作作のの反反動動 1199%%

切切れれ・・ここすすれれ 55%%

交交通通事事故故 66%%

そそのの他他 2211%%

令令和和２２年年のの事事故故のの型型別別

労労働働災災害害発発生生状状況況

死死傷傷者者数数
77009966人人

死死傷傷者者数数
77220044人人((注注))

((注注))ココロロナナりり患患者者441133人人除除くく

平平成成1199年年とと比比べべるるとと

転倒災害は８％増増！！転転転転転転倒倒倒倒倒倒倒倒倒災災災災

４４人人に
災災災害

に1
８８８はははははははは害は

に1人人のの割割合合にに増増加加

令令和和２２年年にに神神奈奈川川県県内内でで発発生生ししたた労労働働災災害害（（休休業業44日日以以上上のの死死傷傷災災害害））
にによよるる死死傷傷者者数数はは77,,661177人人、、事事故故のの型型別別にに分分類類すするるとと「「転転倒倒」」がが11,,777722人人でで
全全体体のの約約2255％％をを占占めめてておおりり、、近近年年、、増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。

骨骨折折 74%
打撲 17%

創傷 7% 関節の障害2%

凍凍結結、、積積雪雪にによよるる転転倒倒災災害害

過過去去5年年間間のの1～～3月月 合合計計42件件

（（事事例例１１））

洗洗濯濯物物のの運運搬搬中中、、凍凍結結ししたた路路面面にに足足をを

滑滑ららせせてて転転倒倒ししたた。。日日のの出出前前でで薄薄暗暗かかっっ

たため路面の凍結に気づづかかななかかっったた。。

（（事事例例２２））

トトララッッククのの後後部部リリフフトトをを使使っった荷降ろ

し作業中、リフトにに足足をを乗乗せせたたととききにに、、し作業中、リフト

靴靴裏裏ににつついいたた雪雪でで滑滑っってて転転倒倒ししたた。。

たため路面の凍結に気

た荷降

過過去去のの災災害害事事例例

ささららにに、冬季はは積積雪雪やや凍凍結結にによよるる転転倒倒ののリリススククがが高高ままりりまますす。。降降雪雪のの
翌翌日日以以後後の

、冬季はは
の残残雪雪ににもも注注意意ししててくくだだささいい。。
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冬季に冬季に積雪や凍結による転倒災害を防ぎましょう。冬季に冬季に積雪や凍結による転倒災害を防ぎましょう。

①天気予報に気を配る
寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めの対策をとりましょう。寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めの対策をとりましょう。寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めの対策をとりましょう。

②時間に余裕をもって歩行、作業を行う
悪天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕をもって出勤するよう

にし、落ち着いて作業をするように心がけしましょう。屋外では小さな歩幅で靴の裏全

面を地面につけて歩くようにしましょう。面を地面につけて歩くようにしましょう。

③駐車場の除雪・融雪は万全に、出入口などにも注意する
駐車場内や駐車場から職場までの通路に除雪や融雪剤の散布を行いましょう。また、

出入口には転倒防止用マットを敷き、照明設備を設けて夜間の照度を確保しましよう。出入口には転倒防止用マットを敷き、照明設備を設けて夜間の照度を確保しましよう。

④職場の危険マップ、適切な履物、歩行方法などの教育を行う。
職場内で労働者が転倒の危険を感じた場所の情報を収集し、危険マップなどにより労

働者に伝えるようにしましょう。また、作業に適した履物選びや雪道や凍った路面上で

の歩き方を教育しましょう。

皆皆ささままのの職職場場ににはは似似たたよよううなな危危険険ははあありりまませせんんかか？？
転倒災害を防ぐには、次の取り組組みみがが有有効効でですす。。転倒災

１
害を防ぐには、次の取り

作業場所の整理整頓頓１
２

作業場所の整理整
作業場所の清掃掃２

３
作業場所の清
毎日の運動３ 毎日の運動

以以下下ののチチェェッックク項項目目でで事事業業場場をを点点検検ししててみみままししょょうう。。

チチェェッックク項項目目 
１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか □

２
床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、
その都度取り除いていますか

□

３
安全に移動できるように十分な明るさ（照度）
が確保されていますか

□

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか □

５
作業靴は、作業現場に合った対滑性があり、かつちょうど良いサイ
ズのものを選んでいますか

□

６
ヒヤリハット情報を活用して、転倒しやすい
場所の危険マップを作成し、周知していますか

□

７
段差のある箇所や滑りやすい場所などを、標識などで注意喚起して
いますか

□

８
ながらスマホやポケットに手を入れたまま歩くこと、手すりを持た
ない階段の昇降などを禁止していますか

□

９
ストレッチ体操や転倒予防のための運動を
取り入れていますか

□
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年
業種

当　年 前　年 増減数 増減率（令和３年） （令和２年）
01 製 造 業 小 計 33 （1） 28 （0） 5　 （1） 17.9％
02 鉱 業 小 計 0 （0） 0 （0） 0　 （0） －
03 建 設 業 小 計 72 （0） 61 （1） 11　　　-（1） 18.0％
04 運 輸 交 通 業 小 計 68 （0） 47 （0） 21 （0） 44.7％
05 貨 物 取 扱 小 計 14 （0） 2 （0） 12　 （0） 600.0％
06 農 林 業 小 計 12 （0） 5 （0） 7　 （0） 140.0％
07 畜産・水産業小計 0 （0） 0 （0） 0　 （0） －
08 商 業 124 （0） 119 （0） 5　 （0） 4.2％
09 金 融 広 告 業 2 （0） 0 （0） 2　 （0） －
10 映 画・ 演 劇 業 4 （0） 0 （0） 4　 （0） －
11 通 信 業 9 （0） 12 （0） -3　 （0） -25.0％
12 教 育 研 究 9 （0） 6 （0） 3　 （0） 50.0％
13 保 健 衛 生 業 167 （1） 96 （0） 71　 （1） 74.0％
14 接 客 娯 楽 51 （0） 33 （0） 18　 （0） 54.5％
15 清 掃・ と 畜 23 （0） 28 （0） -5　 （0） -17.9％
16 官 公 署 0 （0） 0 （0） 0　 （0） －
17 そ の 他 の 事 業 23 （0） 20 （0） 3　 （0） 15.0％
合 計 611 （2） 457 （1） 154 （1） 33.7％

　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　

不明な点は川崎北労働基準監督署までお問い合わせください。
電話０４４－３８２－３１９０

（12月末現在）
川崎北労働基準監督署

令和３年　労働者死傷病報告受理状況

※各欄左側の数字は休業４日以上の災害件数、右側（　）内は死亡災害件数（内数）

職　長　教　育

　11月19・30日の２日間にわたり、高津市民館にて、
労働安全衛生法第60条に基づく「職長教育」を安全選任
時研修講師・RSTトレーナーの相馬氏の熱心な講義の
もと、会員事業場より８名の方が受講しました。
　職長の役割をはじめとし、作業中における監督・指

示のやり方、KYT活動やリスクアセスメントの実践か
ら講師の経験談も交えて解りやすく講義をいただきま
した。現場での職長としての職務にお役立ていただく
ことを期待しております。
　今後も継続して当支部にてこの講習会を開催してま 
いりますので、各事業所様におかれましては、奮って 
受講いただけますようよろしくお願いします。

職長教育

講師；相馬　睦寛氏

職長教育　１日目

受講風景

職長教育　２日目

グループディスカッション
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謹賀新年
  本年もよろしくお願い申し上げます。
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